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Wikidataによる文章アノテーションシステムとは？

• WikidataやDBpediaなどのLODを利用した実用的
なシステムを作成したいというところから探し
始めDBpedia Spotlightを見つけ、これのWikidata
版を作成することが出来ないかというところか
ら開発を始めました。

•文章を入力すると、名詞にWikidataのハイパー
リンクテキストを付与して文章を出力します。

•オプションとしてカテゴリーの選択、ラベル検
索設定、名詞のフィルタリングなどを用意して
います。



実際にWikipediaの日本のトップ記事をアノテーションしてみた

click



アノテーションシステムのフローチャート

• まず初めにテキストを入力したら、形態素解析を行い、
アノテーション対象の名詞を抽出します。

• 次に抽出した名詞をMediaWikiのAPI[1][2]に問い合わせ
て、WikidataのIDやURLなどの情報を取得します。

• そして、カテゴリーが選択されていたのなら名詞にそ
のカテゴリーに該当しているものがないかSPARQLで問
い合わせます。

• 最後にテキストにハイパーリンクを付与、文章を組み
立て出力します。



評価

• 評価方法としてWikipediaの記事を使用し、トップ記事を完全一致検索で
アノテーションして再現率・適合率を求めました。アノテーションする
Wikipediaの記事はトップ記事の文字数が150文字以上あるものをランダム
で選出しました。

• 再現率はWikipediaがアノテーションしているものをアノテーションシス
テムが同じものをどれだけアノテーション出来ているかというものであ
る。

• 適合率はアノテーションシステムがアノテーションしたものをWikipedia
がどれだけ同じものをアノテーションしているかというものである



Wikipedia記事との比較

上:Wikipedia
下:アノテーションシステム

:厳密に一致

:リダイレクトや厳密に一致しないも
のの正解と言えるもの



• 評価数は少ないですが、この結果の再現率は既存研究結果[3]のエンティ
ティタイプの予測結果が64％となっているところを鑑みるとあまり悪く
ないのではと思います。

• 適合率はあまりいい結果が出ませんでした。基本的にアノテーションシ
ステムでアノテーションされる単語はWikipediaよりかなり多いのでこの
評価方法では低くなってしまいます。



まとめ

• 再現率はそこそこいい結果が得られたと考えています。

• 適応率が低いので適応率を上げるために、Wikipediaでは同じ単語は一度
しかアノテーションされていないので一度アノテーションした単語は再
度アノテーションしないよう変更する。そしてアノテーションする名詞
を抽出する設定はどれが適切なのか検討したいと思っています。

• そして今回適応率を評価するときにテキストと意味が合っているアノ
テーションが出来ていたとしてもWikipediaに載っていなければ不正解と
なっているため、その部分を人の手で評価出来たらと考えています。
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